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集光レーザーを用いた光ピンセット[1]は, 非接触, 非破壊でマイクロ粒子を操作でき, 粒子の

配列や単一分子に働く力の測定, 光の角運動量転写による回転運動[2]などの応用が進められて

いる. 近年, ナノ粒子を回折限界以下の領域に光捕捉するため, 局在プラズモンによって誘起し

た光局在場を用いたナノ粒子捕捉や捕捉ポテンシャルの解析が報告され[3], ナノの領域での光捕

捉や光操作に注目が集まっている. プラズモンを用いた光捕捉が, 数ナノメートルに近接した金

属ダイマー構造に誘起する直線偏光局在場を用いたナノ粒子の光捕捉であるのに対し, 我々は, 

これまでに, 円偏光局在場を励起した金属ナノトライマー構造を用いたナノ粒子の光捕捉を実現

し, 報告してきた[4]. 今回は, ナノ領域に捕捉した粒子の運動を解析したので報告する.  

波長 1064 nm に共鳴特性を有する金属ナノトライマー構造を, 有限要素法による電磁界シミュ

レーションで設計し, ガラス基板上に Fig.1の SEM 像のようなナノ構造を作製した. 粒径 100 nm

の蛍光ポリスチレンナノ粒子を分散させた水溶液を用いて実験サンプルを構築し, プラズモン励

起光を直線偏光に設定し, /2波長を 2 rpmで回転させながら捕捉粒子の位置を測定した結果を Fig. 

2(a)に示し, x 軸方向の位置の時間追跡結果を Fig. 2(b)に示す. Fig. 2(b)に示すようにトライマー構

造で捕捉したナノ粒子の捕捉位置が直線偏光の回転に合わせて周期的に運動することを確認し, 

局在プラズモンを用いた光捕捉において, ナノ領域におけるナノ粒子の回転運動誘起を実証した.  
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Fig. 1 金ナノトライマー

構造の SEM像 

Fig. 2 (a) 捕捉ナノ粒子の2次元位置分布, (b) x軸方向捕捉粒子

の位置時間追跡 
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